
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
が
崩
落

し
た
中
郷
町
下
桜
井
か
ら
小
野

矢
指
に
か
け
て
の
海
岸
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
本
紙
で
も
何
度

か
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
13
日
、
日
本
共
産
党
市

議
団
は
県
高
萩
土
木
事
務
所
を

訪
れ
、
今
後
の
改
修
計
画
と
現

状
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
同
時

に
早
期
着
工
を
要
望
し
ま
し
た
。

同
土
木
事
務
所
に
よ
る
と
、「
国

の
現
地
調
査
・
査
定
が
今
年
の

８
月
に
お
こ
な
わ
れ
、
10
月
に

予
算
も
承
認
さ
れ
た
」
と
の
こ

と
で
す
。
予
算
総
額
は
約
16
億

円
で
工
事
箇
所
は
①
消
防
署
付

近
の
下
桜
井
海
岸
３
５
０
ｍ

②

環
境
セ
ン
タ
ー
付
近
の
下
桜
井

海
岸
４
３
０
ｍ

③
塩
田
川
河
口

付
近
の
小
野
矢
指
海
岸
２
３
０

ｍ

④
養
護
学
校
付
近
の
小
野
矢

指
海
岸
87
ｍ
の
４
箇
所
で
す
。

工
程
と
し
て

は
、
最
初
に
ブ

ロ
ッ
ク
の
製
造

か
ら
は
じ
ま
り
、

そ
の
後
に
現
地

で
の
着
工
に
移

る
の
で
、
完
成

ま
で
に
は
２
〜

３
年
か
か
る
予

定
で
す
。

共
産
党
市
議

団
は
「
住
民
の

不
安
を
一
刻
も

早
く
解
消
す
る

よ
う
に
、
可
能
な
限
り
、
早
期

に
工
事
が
完
成
す
る
よ
う
い
っ

そ
う
の
努
力
を
願
い
た
い
」
と

強
く
求
め
ま
し
た
。

下
桜
井
に
住
む
あ
る
市
民
は

「
夏
ご
ろ
は
護
岸
堤
が
崩
落
し
た

付
近
の
海
岸
に
大
量
の
砂
が
付

い
た
の
で
安
心
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
再
び
砂
が
さ
ら
わ
れ

て
不
安
な
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ

る
」
と
述
べ
、
早
期
の
着
工
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
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中郷町小野矢指の海岸に立つ福田明、鈴木康子両

市議。護岸堤の崩落現場まで再び波が達しているこ

とが確認できた。遠くにクレーンが見えているのは、

先に復旧工事がはじまっている高萩市赤浜の海岸。

こ
の
秋
、
紅
葉
狩
り

な
ど
で
水
沼
ダ
ム
付
近

に
足
を
運
ん
だ
人
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

貯
水
量
が
少
な
く
、
水

位
が
下
が
っ
て
い
た
こ

と
に
お
気
づ
き
で
す
か
。

こ
れ
は
、
ダ
ム
の
水

門
の
塗
装
を
お
こ
な
う

た
め
の
措
置
で
す
。
５

年
に
１
度
と
い
う
目
安

は
あ
る
も
の
の
、
傷
み

が
少
な
か
っ
た
た
め
、

９
年
ぶ
り
の
作
業
と
な

り
ま
し
た
。

工
事
期
間
は
、
降
雨
が
多
く
、

農
業
用
水
も
必
要
な
時
期
（
６

月
21
日
〜
10
月
10
日
）
を
は
ず

し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
工
期

は
３
〜
４
ヶ
月
で
す
。

市
水
道
課
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
水
質
悪
化
を
招
か
な
い
よ

う
に
注
意
深
く
作
業
を
す
す
め

る
と
の
こ
と
で
す
。

「
こ
の
時
期
は
紅
葉
の
樹
々

が
湖
面
に
映
え
美
し
い
の
で
す

が
、
今
年
は
紅
葉
が
イ
マ
イ
チ

だ
し
、
映
る
水
面
も
な
く
て
ち
ょ
っ

と
残
念
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

第１部は「北茨城市教育振興大会」。第２部「つどい」では、生徒、先生、地域

の出番と題して、それぞれの発表がありました。子どもたちは堂々と考えを主

張し、先生達は熱心に日ごろの教育実践の発表。ＰＴＡからは三世代をつなぐ

あたたかい交流が紹介されました。

11月13日、第35回北茨城市社会福祉

大会が開催されました。住民流福祉総合

研究所長の木原孝久氏が講演。「ボラン

ティァを広く捉えよう。人の話を聞いてあ

げる、そばにいてあげることも大切な活

動。人間はやってもらうばかりでなく、ど

んな状態でもできることがあり、そういう

ことを生かして、ボランティァを考えたい」

との提起に共感を覚えました。(鈴木)


